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マイクロフルイディクスは、生体関連試料の分析を少ないサンプル量で行えるという利点から

医療診断や化学分析のための有用なツールとして注目されている[1]。一方、テラヘルツ（THz）

波によるバイオセンシングでは非標識で生体分子間の弱い相互作用を直接検出できるが、遠方場

THz 波の空間分解能と極性溶媒への強い吸収のため微量溶液の測定が難しく、コンパクトで使い

捨て可能なチップ開発が遅れていた。この問題を解決すべく、我々の研究グループでは、数アレ

イのスプリットリング共振器（SRR）と流路構造を組み合わせた THz マイクロ流路チップを非線

形光学結晶表面に形成し、フェムト秒パルスレーザー照射によりその結晶表面近傍で局所的に

THz 波を生成することにより、THz 波を使った微量溶液の高感度測定が可能であることを示して

きた[2,3]。一方でこの測定では、SRR構造の最適化によって、より high-Q 構造とすることにより

さらなる感度向上が期待できる。そこで本研究では、２つのギャップを有する SRRの構造非対称

性から誘起される high-Q 共鳴[4]を利用し、チップ評価と微量溶液測定のさらなる高感度化につい

て検討を行った。図 1a に今回作製したチップの概略図を示す。high-Q 共鳴発現には図 1bに示す

ような非対称 SRR構造を採用し、SRR間に幅 20m、深さ 10mのマイクロ流路を作製した。図

2 に非対称 SRRを用いた場合の THz 透過スペクトルを示す。比較のために対称 SRRの透過率も

示す。これより、非対称 SRRでは 0.45THzにおいて共鳴応答が観測され、SRRの個数が増加する

とともにより強度の大きい共鳴応答が発現することが分かった。このことから本手法により微量

溶液の THz 分光に適用できる可能性を示唆した。今後チップに溶液をフローさせた場合の共振応

答特性と感度評価を行い、高感度チップとしての有用性を明らかにしていく。 
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Fig. 2 The measured THz transmittance. 

 

Fig.1 Schematic drawings of (a) proposed chip 

and (b) SRR designs. 
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